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県
内
初
の
試
み

昨
年
末
、
県
庁
昭
和
庁
舎
の
会

議
室
に

「
ぐ
ん
ま
未
来
基
金
」
の

設
立
準
備
会
の
メ
ン
バ
ー
約
１０
人

が
集
ま

っ
た
。
設
立
目
的
な
ど
に

つ
い

て
、
自
熱
し
た
議
論
を
２
時

間
続
け
た
。

同
基
金
は
２
月
に
も
発
足
す
る

見
通
し

で
、
県
内
初
の

「
コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ
ー
財
団
」
と
な
る
。　
一
般

財
団
法
人
と
し

て
、
地
域
の
課
題

解
決

に
向
け

て
取
り
組
ん

で
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を
支
援
す
る
。

設
立
準
備
会
は
、

「
全
国

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
財
団
協
会
」
が
新
規
団

体
を
公
募
し
た

こ
と
を
き

っ
か
け

に
昨

年
２
月
に
誕
生
し
た
。
同
８

月
か
ら
設
立
資
金
な
ど
を
募
り
、

同
１２
月
時
点

で
３
３
０
人
以
上
の

賛
同
者
と
、
約
４
０
０
万
円
の
協

賛
金
を
得
た
。

代

表

の
車

場

史

子
さ

ん

（
５８

）

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
運
営
に
関
す
る
相

談
な
ど
の
支
援
事
業
に
２０
年
以
上

に
わ
た

っ
て
取
り
組
ん

で
き
た
。

「
賛
同
は
あ
り
が
た
い
っ
様

々
な

分

野

の

取

り

組

み

を

支

援

し

た

い
」
と
意
気
込
む
。

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
ー
財
団
の
概
念

は
約
１
０
０
年
前
に
米
国

で
生
ま

れ
、
日
本
で
は
現
在
、
約
３０
の
組
織

が
あ
る
。
な
か

で
も
２
０
０
８
年

か
ら
活
動
す
る
東
京

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
ー
財
団
（
東
京
都
）
は
、
個
人
や

企
業
か
ら
計
約
１０
億
３
５
０
０
万

円
を
集
め
た
。
昨
年
９
月
末
時
点

で
、
災
害
復
興
や
医
療
福
祉
を
担

う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

一
般
社
団
法
人
の
事

業
３
０
４
件
に
助
成
し

て
い
る
。

団
体
間
格
差

解
消
へ

ぐ
ん
ま
未
来
基
金
の
関
係
者
が

目
指
す
の
は
、
県
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
広

が
る
「
格
差
」
の
解
消
だ
。
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ロ
ン
ぐ
ん
ま
」

に
よ
る
と
、
県
内
に
は
約
８
０
０

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
あ
る
が
、

２１
年

度
の
事
業
報
告
書
を
提
出
し
た
６

３
０
団
体
の
う
ち
、

５８
％
は
収
益

が

年

間

５

０

０

万

円

未

満

だ

っ

た
。　
一
方

で
団
体
の
２２
％
は
同
３

０
０
０
万
円
以
上
を
得

て
い
た
。

活
動
資
金
を
め
ぐ
る
状
況
も
厳

し
い
¨

コ
ロ
ナ
禍

で
企
業
や
個
人

の
余
裕
が
な
く
な
り
、

２１
年
度
の

県
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

へ
の
寄
付
額
は

平
均
約
１５
万
７
０
０
０
円
で
、

２０

年
度
よ
り
４
割
減

っ
た
。
資
金
不

足
に
陥
る
と
、
地
域
が
抱
え
る
課

題
の
解
決

に
向
け
た
新
た
な
事
業

に
、

二
の
足
を
踏
ん

で
し
ま
う
。

「市
民
目
線
」支
え
る

こ
う
し
た
な
か
、
ぐ
ん
ま
未
来

基
金
が

で
き
れ
ば
、
各
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

事
業
が
軌
道
に
乗
る
ま

で
、
金
銭

面
な
ど

で
支
え

て
い
く

こ
と
に
な

る
。
関
係
者
は
、
全
国
の
金
融
機

関

で
毎
年
約
１
２
０
０
億
円
発
生

す
る
と
さ
れ
る

「
休
眠
預
金
」
の

資
金
分
配
団
体
や
公
益
財
団
法
人

と
な
る
こ
と
も
視
５
に
入
れ
る
。

発
足
後
、
最
初
に
助
成
す
る
テ

ー

マ
は

「
外
国
人
と
の
共
生
」
に

な
る
予
定
だ
。

２２
年
、
関
係
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
聞
き
取
り
調
査
を

実
施
し
、
課
題
を
洗
い
出
し
た
。

伊
勢
崎
市

で
外
国
人

へ
の
日
本
語

教
育
や
学
習
支
援
を
し
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人

「
Ｇ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
」

の
本

堂

晴

生

代

表

理

事

（
７７

）
は

「
助
成
が
あ
れ
ば
、
草
の
根
的
に

活
動
を
広
げ
て
い
く
際
に
非
常
に

助
か
る
」
と
語
る
。
　

　

・

と
は

い
え
、
取
り
組
み
は
緒

に

就
い
た
ば
か
り
。
今
は
、
継
続
的

に

活
動

で
き
る
組
織
作
り
な
ど
に

つ

い

て
、
詰
め
の
議
論
が
続
く
。
車
場

さ
ん

は

「
社
会

の
小
さ
な
わ
だ
か

ま
り
を
解
決
す
る
『
市
民
目
線
』
の

活
動
を
応
援

し

て
い
き
た

い
」
と

力
を
込
め
た
。
　

　

（
飯
田
尚
人
）

蝙顆鰺餡

脩

蒻
鰈
颯
隧
雉
辟

ぐんま未来基金の創設を目指す草場さん (左 )

らメンバ ー。この日は定款の内容な どを話 し
合 った (昨年 12月 11日 、県庁昭和庁舎で )

車場さんの「地方創生」

地域が抱える課題に気付いた人や団体
が、それらを「自分ごと」として捉え、
積極的に解決に取 り組むことができる環
境を整えること。それが、地方創生につ
ながると思います。

これまでは、問題に直面 しても、団体
の代表者やメンバニなど、ごく一部の人
しか行動 しないケースが多かつた。これ
からは、地域の住民たちが自ら問題意識
を持ち、課題の解決に向けた行動や発信
を担 っていくことが大切だと考えます。
SNSの 発達によって、誰もが気軽に

情報を発信できるようにな りました。「誰
かが行動するだろう」ではなく、一人一
人が率先 して行動 したり、情報を発信 し
た りしてほ しいです。私たちも、その行
動を応援できる仕組みづくりを進めたい
と思いますo         (談 )

地
域
課
題
「自
分
ご
と
」
に
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募
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支
援

「ぐんま未来基金」設立準備会代表 草 場 J起子 さん
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